
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
  

 

２０２０年９月号（No.22） 
２０２０年 9 月１日 

湘南日本中国友好協会事務局 
藤沢市羽鳥 3-15-19 上野篤志方 
電話(FAX 兼用) 0466-33-0870 
HP http://www.shonan-jcfa.com/ 

 

 

 

今年の聶耳記念碑碑前祭は新型コロナウイ

ルス感染の影響により中止となりましたが、

湘南日中として感染対策を講じたうえで７月

１７日の聶耳先生の命日に合わせ、午前９時

から自主的に記念碑参拝を行いました。当日

はあいにくの雨でしたが、１３人の会員が参

加し聶耳先生に白菊の花を捧げました。 

聶耳記念碑は、若くして湘南の海で遭難さ

れた中国国歌作曲者聶耳先生を偲び、日中友

好を願う藤沢市民により１９５４年に建設さ

れました。除幕式には新中国を代表して来日

された李徳全・中国紅十字会会長をお招きし、

多くの藤沢市民や横浜華僑総会の方々も参加

して行われました。１９５８年の狩野川台風

により石碑などが流されましたが、聶耳記念

碑保存会による再建運動が始まり多くの市民

からの寄付金も集まる中で、１９６５年に再

建することができました。この再建除幕式に 

は廖承志・中日友好協会会長なども参列し盛

大に開催されました。このときに郭沫若氏の

揮毫による「聶耳終焉之地」の石碑も建てられ

ています。 

 １９８１年に藤沢市と昆明市が聶耳先生の

縁により友好都市となりました。このときか

ら両市の交流は年々盛んになっています。 

 １９８６年には聶耳没後５０周年記念事業

として記念碑周辺の整備が行われ、現在の聶

耳記念広場となります。このときに菅沼五郎

氏制作のブロンズ製レリーフも設置されまし

た。その後も、中国語の聶耳記念碑解説石碑や

昆明市から贈られた詩碑「一曲報国驚四海 

両地架橋恵萬民」などが設置されています。 

 聶耳記念碑には藤沢市民はもちろん、昆明

市をはじめとした中国からも多くの参拝者が

来訪しています。まさに日中友好の記念碑と

して末永く守っていきたいと思います。 



 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事務局から テレビなどでコロナ関連

のニュースを聞くたびに先行き不安感が募る

ばかりです。このままワクチンが開発される

までズルズルと感染は拡がり、私たちは毎日

感染のリスクに怯えながら生きていくのでし

ょうか。８月２１日に久しぶりに開催された

神奈川県日中友好協会理事会に出席してきま

した。県でも多くの事業が中止や延期になっ

ています。１日も早く私たちの生活が正常化

するよう政府のコロナ対策を望みます。(上野) 

年会費  個人会員(日本人)   5,000 円 
       〃 (外国籍)   3,000 円 
     団体会員(法人など)  8,000 円 
     家族会員(2 人)     8,000 円 
※新聞「日本と中国」を購読する方は、年間購読
料 2,500 円(送料込み)が追加されます 
※会費等の振込は次の①又は②をご利用下さい 
 ①ゆうちょ銀行口座 00270-2-112030 
  湘南日本中国友好協会 
  (振込料金は加入者負担です) 
 ②横浜銀行藤沢中央支店  
  普通口座 618-1093016 
  湘南日本中国友好協会 平中恭子 

 

 ８月２２日に行われた役員会では来年の事

業活動についても協議しました。新型コロナウ

イルス感染拡大が続く中で、春節の会(2/11)、

中国語スピーチコンテスト(2 月)、彩雲基金日

本語スピーチコンテスト(4 月)、藤沢昆明 40

周年記念事業(11 月)など多くの事業が予定さ

れています。湘南日中としては十分な感染対策

を講じたうえで事業を実施していく考えです

が、そのときの感染状況や関係団体の状況も踏

まえ最終的な判断していくこととしました。 

 なお１０月に予定されていた第１７回ふじ

さわ国際交流フェスティバルはコロナ感染防

止のため残念ながら中止となりました。 

 
 ８月８日、工学院大学孔子学院(高橋惠子学院

長)で学ぶ学生たち 19 人が聶耳記念碑の参拝に

訪れました。参加者からは、中国国歌を作曲した

聶耳先生の事績に触れることができ、藤沢での市

民による日中友好活動に大いに感銘を受けたと

の感想もありました。 

 

 コロナの影響によりしばらく開催できません

でしたが７月から再開しました。会場も広々と

した環境のＦプレイスに移し、講師の鳥居ジュ

アン先生の丁寧な指導のもと中国語初心者の生

徒たちが熱心に勉強しています。 

定例日=第 2・第 4 日曜日 10:00～12:00 


